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〈修士課程〉

授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

　現在の医療は専門化が著しく進み、専門外のことに非常に疎くなりつつ
ある。医療に携わる者としては、個々の専門分野以外に広く医療全体の概
略を把握しておく必要がある。そこで医療従事者が知っておくべき基本的
な重要である項目「医学とは何か、医療制度と保険制度、医療法制と医療
事故、医療現場の現況、病院経営とリスクマネージメント、チーム医療の
実際等」を概説し、その実際を学ぶ。
　WHO 憲章によれば「健康とは、身体的、精神的、および社会的に完全
な状態であって、ただ単に疾病や虚弱ではないということではない」とさ
れている。医学的、運動生理学的見地から「健康」について考察し、健康
の意義、疾病、特に成人病、生活習慣病に対する医療従事者が取るべき思
考過程、実践行動について指導する。さらに命の尊さ、尊厳死について学
生同士のディベイトを企画、思考を深める。具体的には身体の構造、生理、
機能に関しての最低限の知識のほか人文科学的見地からの探求を行う。
　医療安全対策は世界各国で活発化してきており、わが国においても 2001
年に設置された「医療安全対策検討会議」が報告書をまとめ、医療の安全
が確保され信頼される医療実現ための政策が打ち出され、医療関係者官民
一体で取り組んでいる。本講義では、現在のわが国の医療安全対策を理解
し、１）医療安全の確保の課題と解決方策　２）今後の医療安全対策　３）
国として当面取り組むべき課題等、について先進国との比較検討すると共
に医療従事者として必要な医療安全に対する知識を習得する。
　医療倫理はヒポクラテスの時代から唱えられているが、最近の医療の進
歩に伴い、その重要性はますます高まっている。本特論では①インフォ−
ムドコンセント、②臨床試験の倫理、③動物実験の倫理、④脳死と臓器移
植、⑤緩和ケアの倫理、⑥災害医療の倫理、⑦告知、⑧チーム医療の倫理、
⑨生殖医療の倫理など、さまざまな医療倫理の課題について、現場の事例
も交えて議論を深める。
　次の項目の概説と演習を通して研究推進の実際を学ぶ。１）研究遂行に
必須事項の概要と実際について、研究の動機目的の明確化と研究計画、前
提となる過去の研究の文献調査、実験調査研究の推進、チーム研究、実験
調査のまとめと論文作成、学会発表、研究費獲得、など。　２）研究実験
手技の原理と実際について、細胞培養、遺伝子操作実験、タンパク質解析
実験、トレーサー実験・免疫学実験、細胞組織構造形態実験、動物実験、
などを学ぶ。
　再生医療は夢の治療なのか、現状はどうなのか、再生医学の臨床応用と
いう見地から講述し、学生諸君とともに考えながら、再生医学の本質に迫っ
ていく。再生医学の誕生の発端、その歴史的経過、再生医学の現状、再生
医学の将来展望を述べ、この新しい医療法と既存の治療法、つまり臓器移
植や人工臓器との比較も行う。また、再生医療とそれを補完する医学、再
生科学についても言及する。この講義を通じて、医療科学はどうあるべき
か、という命題についても、学生諸君と語り合う。

医療特論

医療科学特論

医療安全管理学特論

医療倫理特論

生命科学技術特論

再生医学特論
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　最近の医療の進歩は画像診断の進歩によるところが大きい。特に循環器
疾患への画像診断は侵襲の大きい血管造影から超音波エコー、３Ｄ−ＣＴ
やＭＲＩ、ＭＲＡなど非侵襲的画像診断により的確な診断がくだせるよう
になり、患者へのメリットは大きい。
　そこで、ここでは現在主に循環器疾患に対する画像診断法について、そ
の原理、利点および限界などを理解し、更にこれらの診断法の精度を高め
るための方法を考えたい。
　生物には、様々な病原体に対する感染予防システム（免疫）が備わって
いる。本講義では、まず英文の教科書で、体液性免疫、細胞生免疫、アレ
ルギーなど免疫の基礎を学ぶ。ついでその発展として感染症や免疫学の英
文論文を読み進め、生体がいかにして感染防御をしているか、病原体が免
疫システムをかいくぐってどうやって増殖し自分の遺伝子を残すのかなど
について最新の研究結果を学ぶ。
　医学・医療分野では決定論的な結論を導くことが困難な場合には、デー
タを統計的方法で分析して結論を求めることが多い。本講は既に学部で基
礎統計学を学んだことを前提により深く、統計基礎と医学応用を中心に学
ぶ。基礎では、確率変数と分布、大数の法則、中心極限定理、近似表現、
推定理論と検定理論にスポットを当て、統計の考え方を理解することに重
点を置く。医学応用では、標本の大きさデザイン、分散分析 ANOVA、臨
床試験と疫学における利用について理解する。医学・医療で使う統計手法
を理論と応用の両面から修得する。
　放射線基礎医学の体系について習得させる。放射線物質との相互作用、
細胞内標的分子の損傷とその修復作用、放射線の細胞、臓器・組織影響の
メカニズム、放射線免疫学、放射線治療の際の副作用、放射線による寿命
短縮、放射線解剖学、放射線の免疫回復能力のメカニズム、放射線による
体内被曝の影響、放射線遺伝学、放射線の物理・計測の基礎、宇宙線に対
する人体への影響、ICRP の放射線防護の勧告解説、緊急時の放射線障害
の対策について講義を行う。
　現代の医療は様々な職種の医療従事者が連携して業務に当たっている。
この医療チームの間で互いの業務について理解を深めることは、医療の質
を高め、医療事故を防止する上で重要である。心臓手術の場合、執刀医、
麻酔科医、手術室専属看護師、臨床工学技士、診療放射線技師、薬剤師が
連携して手術に当たり、術後管理の際に理学療法士、管理栄養士がチーム
として加わる。これらの医療従事者で共有される、患者の血液検査データ、
画像診断データ、生化学検査データ、投与薬剤などについて学ぶ。
　医療情報学は、医療で発生する情報や医学知識（医療情報）と、これを
扱うための理論・技術・技法（情報処理学）からなる。情報科学 ･ 工学、
数理科学などの理論や技術を医学医療分野に応用して、医療現場で直面す
る問題を解決すること、および情報処理学を基盤として医学における未知
の情報や知識を推測 ･ 検証し、新たな知識を導くことである。この特論で

臨床画像情報概論

感染予防学特論

臨床医学統計特論

放射線基礎医学特論

医療技術相関特論
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は医療情報学で対象とする代表的な問題を取り上げ、それに対応するため
の理論や技術、技法を学ぶとともに、諸問題に具体的に対応するための情
報学的思考を養う。
　栄養素の化学構造やその代謝過程については近年までにかなり明確にさ
れてきている。その栄養素が健康に及ぼす具体的な効果を生化学的観点か
ら具体的に解き明かして行くためにおよそ次のような事項を演習的手法を
交えて講義する。1）栄養素の化学構造とその反応性概論　2）栄養素の栄
養学的代謝論　3）食品の消化と吸収とその生体における運命　4）エネル
ギー代謝からみた五大栄養素の代謝の関連性とその比較　5）酵素反応速
度および酵素量による栄養素の代謝調節　6）ホルモンによる栄養素の代
謝調節　7）まとめ
　以下の内容を講義し、理学療法を学問体系として捉えることができるよ
うにする。①基礎科学領域としての理学療法学（マクロ〜ミクロに至る形
態学的手法、分析化学及び生化学的手法、細胞生物学的手法、分子生物学
的手法、社会・経済学的手法）　②正常運動学および病態運動学領域とし
ての理学療法学（動作解析的手法、電気生理学的手法、運動生理学的手法、
可視化による手法）　③疾患学としての理学療法学（評価学と信頼性・妥
当性の検討手法、治療学と有効性検討手法）
　次の項目の概説を通して医療福祉学の現状を把握できるようにする。
1. 現代社会と医療福祉 2. 相談援助と医療 3. 地域福祉と医療の理論と方法 
4. 福祉行政と医療福祉計画 5. 医療福祉サービスの組織と経営 6. 社会保障
と医療 7. 高齢者福祉と医療 8. 障害者福祉と医療 9. 児童・家庭福祉と医療 
10. 低所得者福祉と医療 11. 権利擁護と医療 12. 社会福祉調査と医療
　下記項目の概説を通して西洋医学に不足する東洋医学の 21 世紀の全人
的医療を学ぶ。1）東洋医学の歴史、2）東洋医学的哲学（陰陽五行論・気
血理論・臓腑理論・病因理論・虚実寒熱理論・病邪理論・臓腑病態論等）
とそれに基づく東洋医学的診断（四診・証）、3）薬物学（方剤学・生薬・
薬理・剤形）、4）疾患別使用漢方薬（適応と禁忌）、5）物理療法学（鍼灸
/ 指圧・経絡・経穴・治療法）、6）疾患別使用経穴（適応と禁忌）、7）世
界の伝統医学 8）日本の相補代替医療、9）統合医療・中西医学、10）東洋
医学の西洋科学的実証の紹介。
　薬理学とは、薬と生体との相互作用の結果起こる現象を研究する科学で
あり、その目的は薬物の作用、作用機序、治療的応用性などを明らかにす
ることによって、薬物治療における適切な医薬品の選択、適正な用法の基
礎を与えること、および有用性のより高い医療品を生みだすための指標を
提供し医薬品の進歩に貢献することである。本特論では特にがん化学療法
に重点を置き、薬と生体の両面にわたる分子レベル、細胞レベル、個体レ
ベルでがん生物学、抗がん剤、分子標的薬剤等について総括的に考察する。
　肺循環に関して、現在の呼吸生理の基礎についての知識を確認し、頻用
されている、主に肺血管形態、機能に関する実験手法について紹介する。

栄養生化学特論

理学療法学特論

医療福祉学特論

東洋医学特論

臨床薬理学特論

肺循環機能学特論
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また、それらを用いた実験結果から、肺循環の特徴についての理解を深め、
肺血管機能に異常を来す病態について理解する。
　検査データの解釈時に利用される基準範囲・病態識別値・カットオフ値
の特徴、外部及び内部精度管理法による検査結果の品質保証の仕方を説明
する。さらに、各種疾患の診断及び治療経過を追う上でどのような臨床検
査が実施され、得られた検査結果がどのように解釈されるかなどを、検査
全般に亘って解説する。
　臨床化学検査の標準化体系を紹介し、今日の臨床検査の精度が国際的に
どのようにして保証されているかを説明する。そして、血清や尿中の糖・
脂質・含窒素成分・酵素・無機質・電解質など種々の成分の定量法を説明し、
分析前及び分析時に発生する問題点を解説する。
　クワシオコール、マラスムスといった重度低栄養状態にある発展途上国
の子供たちは免疫力が低く各種感染症に罹り易いことが知られている。先
進国において大きな問題となっている 2 型糖尿病（高血糖状態）になると
免疫力が低下して感染症に罹り易くなり、また急速に重症化することも広
く知られている。さらに栄養成分が免疫疾患である食物アレルギーを引き
起こすこともあり、栄養と免疫が深くかかわることは明らかである。本講
義ではこの栄養と免疫とのかかわりについてマクロ及びミクロの両視点か
ら解説する。
　ビタミン A や D は核内受容体に結合し、これらのホルモン応答配列を
もつ多くの遺伝子の発現を調節することにより様々な生命現象に影響を与
える。また、ヒトゲノム全体に 300 万から 1000 万個存在すると推定され
ている一塩基置換（SNP）は生活習慣病の罹患率に深く関わっていること
が知られている。この様に栄養と遺伝子は深く関わり生体の生理や病態に
大きな影響を及ぼしている。本講義ではこの栄養と遺伝子とのかかわりに
ついて、将来予防医学の中核をなす個人対応栄養（テーラーメイド栄養）
を含め分子レベルで解説する。
　Ｘ線ＣＴ、磁気共鳴イメージング（MRI)、単光子放射線型断層撮影

（SPECT)、陽電子放射型断層撮影（PET) などは、体外計測したデータか
ら人体の断面を画像化する技術で今日の画像診断に広く利用されている。
画像再構成とは、計測データから数学的方法によって断面を復元すること
であり、X 線 CT では、人体に X 線を照射し透過後の強度を測定し、線減
弱数分布を反映した画像を得る。このような計測データから直接的な方法
では、要求される画像情報は得られず、何らかの数学的変換が必要となる。
これらのイメージングシステムに共通する、収集された数値データから画
像を作る計算処理法、画像再構成法に関して MRI、CT を中心として論考
する。
　臨床画像診断には多くのモダリティが用いられている。そのいくつかに
ついて臨床画像の病変の所見を認識する事を学習する。正常像と病変がど
のように抽出されるかを学び、同時に読影に有用な情報をいかに多く画像
に持たせる検査をするかについても学習する。

臨床検査学特論

臨床化学分析特論

栄養免疫学特論

栄養遺伝学特論

医療画像生成特論

医療画像読影特論
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　診療放射線技師として果たすべき役割は、診療画像検査技術の研鑽・活

用のみならず、放射線に対する適正な知識啓蒙活動や、医療機器の安全管

理、患者への検査に関する説明など多岐にわたる。本講義においては、医

用画像機器の国際規格動向を含む機器管理、放射線安全管理のほか、診療

放射線技師の歴史、医療専門職種としての倫理およびコミュニケーション

法について学習し、医療チームの一員を構成しうる、また診療放射線技師

として指導的役割を担える高度医療従事者の育成を目指す。

　本講義は、診断に利用する医療画像について、入力から処理アルゴリズ

ムまでを理解することを目的としている。画像情報処理といっても、その

基本となるディジタル画像処理の方法について講義する。具体的には画像

の数学的表現、画像の標本化と量子化、階調変換、直交交換、フィルタリ

ング処理、医用画像のセグメンテーションなどについて講義する。画像処

理に必要な知識・画像処理システム・画像解析ソフトの理解を目的とする。

　Ｘ線画像、CT 画像や MRI 画像などの医療画像を対象として、ディジタ

ル画像処理の方法について講義する。具体的には画像処理に必要な数学的

準備、画像の数学的表現、画像標本化と量子化、階調変換、空間周波数の

概念、直交変換、フィルタリング処理、セグメンテーションなどである。

医療画像処理といっても、基本となる概念や手法はいずれも一般性の高い

ものがほとんどであり、受講者が本講義を修得することで、その知識と画

像処理技術を将来様々な場面で応用できることを目的とする。

　本講義は、診断に利用する医療画像について、CT や MRI などの画像入

力機器からの画像データ入力から各種の処理アルゴリズム、処理手法と表

示方法を理解することを目的としている。画像情報処理は基本となるディ

ジタル画像処理の方法について数学的な表現からアルゴリズムまで講義す

る。具体的には画像圧縮、カラー画像処理、ウエーブレット変換、CT や

MRI の画像再構成と三次元画像表示などを講義する。また、ソフトウエア

MATLAB と Image Processing　ToolBox を利用して、実地にデジタル画

像処理技術の基礎を学ぶ。

　医療情報システムの運用管理を行う専門職には、進展の著しい ICT を有

効かつ的確に活用し、診療情報を処理する能力が求められている。本講義

では、医療分野のシステムを支える ICT 技術の基礎と応用について学習す

る。その内容は、コンピュータの基礎（情報の処理と表現、論理演算、ハー

ドウェア構成、OS の機能、データ構造とアルゴリズム、プログラミング、

ネットワーク技術等）、および、医療情報の電子流通に関連する技術（医

療記録の電子化・標準化、セキュリティ・暗号化技術等）である。

　臨床画像診断には多くのモダリティが用いられている。そのいくつかに

ついて臨床画像を用いてどのような情報が得られるか、画像に含まれる情

報を多くするための技術、検査法の適応等につき学習する。また、画像を

作るための基礎的な情報、臨床画像を用いた研究方法についても学習する。

医療放射線技術学概論

画像処理

画像情報処理特論Ⅰ

画像情報処理特論Ⅱ

医療情報技術概論

臨床画像情報特論

医

療

画

像

学

分

野
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

〈修士課程〉

　本演習では、様々なモダリティの医療画像を用いて、画像処理プログラ
ミングの基礎を習得する。具体的には、以下の内容を順次進めていく。①
様々な医療画像の入出力プログラミングの作成、②画像処理の基本となる
フィルタ処理プログラミングの作成、③対象に応じた画像処理技術の選択
および組み合わせ、また、画像診断において注目されているコンピュータ
支援診断（Computer-Aided Diagnosis）にも触れ、画像処理が臨床にどの
ように応用されているか言及する。
　医療画像学分野において、診療放射線技師免許を有する学生自らが、課
題や問題点を的確に把握し解決する能力を培うことは重要である。そこで、
本特別研究においては、学生の主体性と積極性を重視し、関連分野におけ
る、学生自身による学術大会等での研究演題発表や自主的なセミナー受講、
診療放射線技師に必要な認定資格取得等をもって到達目標を明確に設定
し、その達成に取り組む姿勢と努力を醸成する。
　核医学検査法の特徴は、種々のトレーサを用いて生体の機能を反映する
画像が得られることである。とりわけ PET を用いた機能画像では定量的
測定精度がすぐれている。しかし、PET 検査ではサイクロトンなど巨額の
設備が必要で日常診療には限界がある。一方、SPECT を用いて機能画像
の定量化を行えば日常診療にきわめて有用であり、核医学検査法としての
診断精度の向上につながる。
　定量化に必要な SPECT や PET 装置の基礎知識、臨床では脳神経系と循
環器系の定量化とその有用性について講義する。
　電離放射線と非電離放射線の生物学的影響、そのメカニズムや安全問題
について以下の内容に従って学ぶ。放射線による胎児奇形影響、放射線の
血液影響、放射線生物影響のメカニズム、放射線による発ガン、放射線に
よる遺伝的影響、放射線の身体的影響、超音波の人体への影響、MRI の人
体への影響、RF 波の人体への影響、レーザーなどの人体への影響、放射
線防護及び増感、放射線に対する健康管理及び放射線と非電離放射線のリ
スクに対する受容の判断について講義を行う。
　放射線治療において、治療効果を上げるための方法について学習する。
癌の疫学、放射線治療の基礎、治療機器および放射線影響に関する知識の
ほか、放射線治療の医療の質の向上および医療安全の確保を担保するため
の治療法と技術（頭頸部〜腹部腫瘍）について学習する。
　（Ｉの続きとして、）医療の質の向上および医療安全の確保を担保するた
めの放射線治療法と技術（下腹部〜皮膚、神経系、他腫瘍、緩和治療およ
び良性疾患に対する照射法）について学習する。また、放射線治療におけ
る今後の展望について学習する。
　臨牀、画像診断、画像撮影技術など基礎的知識を取得したコメディカ
ル（非医師）の臨床現場での更なる役割は、医療チームメイトとして参加、
発言することである。コメディカルの立場上最低限知るべき知識について
学ぶ。四肢骨軟部腫瘍に関して、疫学、病態、症状、診断、治療法（内科的、
外科的）予後、特に診断技術・診断に関しては臨床症状、病態との関連性、
整合性について、case conference を重視したディスカッションを元に基本
的知識の確認と更なる発展的研究の礎を学ぶ。

医療画像情報学演習

医療画像情報管理学
特別研究

核医学特論

放射線生体特性特論

放射線治療学特論Ⅰ

放射線治療学特論Ⅱ

基礎腫瘍学特論Ⅰ

放
射
線
治
療
学
分
野

医
療
画
像
学
分
野
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〈修士課程〉

授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

　（基礎腫瘍学特論Iの続き）内胚葉系（内臓）腫瘍に関して、脳腫瘍の良性腫

瘍、悪性腫瘍の臨床像、疫学、画像診断・読影、治療、予後、など。胸郭部内悪性

腫瘍（肺癌、食道癌）良性腫瘍に関して、疫学、病態、臨床症状、診断、治療法、

予後、など。上腹部腫瘍（胃、肝臓、胆嚢、すい臓、腎臓）に関して、病態、臨床

像、診断、治療、予後、など。下腹部腫瘍（膀胱､子宮､卵巣､男子生殖器）に関し

て、疫学、病態、臨床像、治療、予後、などについて学ぶ。

　放射線治療業務における診療放射線技師の役割は大きく、負担すべき責

任も重い。診療放射線技師が担当すべきこの業務域は広く、放射線生物学

的知識や腫瘍学的知識はもとより、医用画像の読影力から物理・工学的知

識まで、幅広い知識と技術が放射線治療業務を担当する放射線技師に求め

られる。これらの知識・技術は単独で機能するものではなく互いに関係し、

有機的・総合的に働いてはじめて放射線治療の成果を生み出すことができ

る。本実習においては、それぞれの各論的技術の習熟を目指す。

　放射線治療の対象となる疾病は、社会通念上極めて「重篤」な疾病と受

け止められているので、治療患者の精神的ケアに関する対応能力は重要で

ある。したがって、放射線治療に携わる放射線技師のコミュニケーション

能力の醸成は必須である。本実習においては、放射線治療業務を総合的に

とらえ患者中心の高次元な放射線治療チームの一員を構成しうる診療放射

線技師の育成を目指す。　

　放射線治療学分野において、診療放射線技師免許を有する学生自らが、

課題や問題点を的確に把握し解決する能力を培うことは重要である。そこ

で、本特別研究においては、学生の主体性と積極性を重視し、関連分野に

おける、学生自身による学術大会等での研究演題発表や自主的なセミナー

受講、診療放射線技師に必要な認定資格取得等をもって到達目標を明確に

設定し、その達成に取り組む姿勢と努力を醸成する。

　最初に人体の主要各臓器における栄養素の代謝過程を概説し、次に健常

な状態にあるときと、病態時における栄養素代謝の異なりについてを疾患

別に見てゆく。具体的には次のような内容を講義する。1）五大栄養素の

主要臓器組織における代謝　2）肝および腎疾患の病態と治療時における

栄養素代謝の変化　3）循環器系疾患の病態と治療時における栄養素代謝

像の変化　4）糖尿病の病態と治療時における栄養素代謝像の変化　5）循

環器系疾患治療に大きな影響を与える栄養学的問題点　6）外科治療にお

ける栄養学的問題点　7）まとめ

　食品および生体に含まれる高分子の機能について学ぶ。核酸、タンパク

質、糖などは食品に含まれ、摂取後は人体の核酸、タンパク質、糖に同化

され、生体の機能維持などに重要な働きをする。本講義では、核酸、タン

パク質、糖などの高分子の基本的な構造と機能を英文の教科書を用いて学

び、また、機能性食品に含まれる特殊な高分子の役割について論文を検索

し最新の研究結果と今後の利用法について考察する。

基礎腫瘍学特論Ⅱ

放射線治療学実習Ⅰ

放射線治療学実習Ⅱ

放射線治療学特別研究

病態栄養学特論

機能性食品学特論

放
射
線
治
療
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

〈修士課程〉

　食事療法を必要とする各種疾患では、その病態に関する知識とそれに基
づく治療食の理論を認識し、疾患の治療経過中には標的となる臨床検査所
見の推移を追って治療食の効果を確認する必要がある。それらの疾患概念、
診断および経過観察に最低必要な検査、食事療法のあり方、食事療法でど
こまで改善するかを４本の柱として、①食事療法の理念　②消化器疾患と
栄養　③肝・胆・膵疾患と栄養　④腎疾患と栄養　⑤糖尿病と栄養　⑥高
脂血症と栄養　⑦その他　について概説する。
　生体構成分子の基本的構造、官能基の反応性、生体内の基本的な化学変
換反応、分子間の会合や分子認識について理解を深め、さらに生物を模倣
した（あるいは超える）、多彩な機能分子を集積した超分子について、反
応性と触媒作用、合成補助と自己複製、自己集合（らせんやカテナン構造）
や人工分子マシン（分子シャトル、分子ボールベアリング）などの非生物
的システムについて概説する。また生体成分の分離分析の実験手法、分子
集合体や複合体の分析法、構造決定に必要な手法と原理について講義と演
習を行う。
　本特論では、糖尿病をはじめとする代謝異常性疾患に関して、栄養素と
生体の相互作用、病態発症と栄養との関連を中心に生化学的、分子生物学
的視点から講述する。概要は次のとおり。①糖尿病について　②糖尿病治
療における栄養素の役割　③高脂血症について　④高脂血症治療における
栄養素の役割　⑤肝炎について　⑥肝炎治療における栄養素の役割　⑦糖
取り込みの分子機構　⑧その他の代謝異常性疾患について
　以下の各項目の測定法を学ぶことから、実践力を身につけることを目的
とする。1. 形態計測：身長、体重、周囲、身体組成、2. 体力測定：筋力、
最大無酸素性パワー、ウインゲートテスト、3. 全身反応時間、反復横跳び、
平衡機能、4. 最大酸素摂取量の推定、5. 運動強度の推定、①加速度計法に
よるエネルギー消費量推定、②心拍計法によるスポーツ活動のエネルギー
消費量推定、6. 血圧測定：水銀柱血圧計と自動計測、運動前後の血圧変動、
カフェイン摂取の影響など
　運動制御の要となる神経筋機能の理解は、機能評価の他、治療効果の判
定にも有用である。電気生理学的手法の中には非侵襲的なものも多く、理
学療法士にも計測可能である。しかし、臨床応用においては計測、分析と
も理論的背景の理解と十分な経験が要求される。本講義においては、①電
気生理学、神経生理学の理解、②計測技術の習得、③臨床家のための波形
信号処理の基礎の理解、④ソフトウェアによる信号処理技術の習得を目的
とし、臨床研究に役立てることを目的とする。
　運動障害のメカニズムを理解し、理学療法に応用するために、モーショ
ンキャプチャ等の手法の習得は有効な手段である。本講義では、①モーショ
ンキャプチャの原理、②床反力計、圧力分布計による運動力学計測、③逆
動力学解析手法による関節モーメント、筋張力の推定法について教授する。
さらに、臨床でも独力で計測が可能となるよう、実験、演習を実施する。
加えて、計測結果の解析演習を行い、臨床研究力を高めることを目的とする。

臨床栄養学特論

生体化学特論

内分泌代謝栄養学特論

運動・スポーツ栄養学特論

運動制御学特論

臨床生体力学特論

医

療

栄

養

学

分

野

理
学
療
法
学
分
野



− 15−

〈修士課程〉

授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

　四肢・脊柱の関節運動機能障害に対して、根拠に基づく実践的な理学
療法を施行するために必要な科学的知識、分析能力の獲得を目的とする。
学習にあたっては解剖学・運動学・神経生理学的知識が必要となる。
関節運動機能障害に対応していくために必要な機能解剖学的分析、拘縮・
疼痛メカニズム解明、理学療法介入の効果検証をテーマとし、各テーマ
の臨床的な問題提起に対し、文献検索、批判的吟味のステップで問題点に
対応する方法を学ぶ。
　第５次医療法改正において、地域連携の強化が盛り込まれ、改正介護保
険とともに、今後の地域リハビリテーションの中の理学療法のあり方を大
きく変えていくことが予想される。そこで、医療政策学、医療経済学、医
療社会学等の視点を交え、今後の地域理学療法のあり方を予測するととも
に、あるべき姿を探ってみたい。
　本講義は次の項目に沿って授業と研究指導が行われる。１）神経系およ
び運動系に関する解剖学・組織学・病理学の基礎と臨床を学ぶ。２）疾病
の病態や研究目的に対応した方法論を用いて形態研究や臨床研究の指導。
①小分子生理活性物質に対する抗体の作成法。②各生物材料の形態学、発
生学、分子生物学の解析方法。③共焦点レーザー顕微鏡および電子顕微鏡
を用いて高解像度のイメージと三次元情報の再構築法。
　メカノバイオロジーとは、力（機械刺激）により生じる様々な生命現象
を対象とする学問分野である。また生物学、物理学、化学、生理学、工学
など多分野の学際に成り立つ融合領域であり、比較的に新しい。
　一方、理学療法では、将に力を生体に加えることがよくある、例えば、
負荷運動では、筋収縮に対抗する力（負荷）を加える。この力、つまり機
械刺激が適度に加わることが、筋肥大や筋力増強に重要だと考えられてい
る。また運動による骨密度の維持・向上においても、骨に加わる機械刺激
が深く関わると考えられている。
　本科目では、そのような理学療法分野にとくに関連する現象について、
メカノバイオロジーの視点で学習を進める。生命現象の理解という点では、
機械刺激に対する組織・細胞レベルの応答に着眼する。
　また数回の講義の後、演習（調査、発表、議論）を中心に進める。
　子どもと家庭に対する社会福祉の制度と実践について、次の事項を講義
する。①要保護の子どもへの支援、②子どもの虐待防止と被虐待の子ども
への支援、③非行のある子どもへの対応、④子ども家庭福祉の専門機関と
司法機関との制度上の関係、⑤子ども家庭福祉の専門機関と司法機関との
実践上の連携、⑥諸外国の子ども家庭福祉の現状と日本の課題、⑦社会的
養護の将来像
　主に、乳幼児精神保健学の臨床理論を通じて精神保健福祉ソーシャルワー
クに於ける対人援助技術と人間の行動理解を学ぶ。以下の項目から、講義
と事例研究を中心にすすめる。①精神分析学の基礎、②乳幼児精神保健学
の基礎、③ D.W. ウイニコットの発達理論、④ J. ボウルビーの発達理論、⑤
エムディーの関係性障害理論、⑥ B. クラマーの治療理論、⑦渡辺久子の治
療理論、⑧児童の虐待事例研修、⑨エゴグラムによる自己覚知と交流分析

運動機能障害学特論

地域理学療法学特論

運動病態学特論

理学療法
メカノバイオロジー特論

子ども家庭福祉学特論

精神保健福祉学特論

理
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

〈修士課程〉

　医療福祉分野・事業における以下の項目に関して、講義と事例研究・実
態調査や経営分析等を通して、医療福祉事業の経営実践に向けた知識技能
を修得し、経営管理者の即戦力育成を目指す。（１）社会保障制度内容と
その背景・動向①医療・保健②医療保険③年金保険④社会福祉（２）財務
管理 ･ 会計管理①財務分析とその手法②財務会計論と管理会計論（３）人
事労務管理①人事管理論②労務管理論（４）組織運営・情報管理①組織論
②ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・法令遵守③情報ｼｽﾃﾑ論④ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（５）ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ①ﾏｰｹﾃｨ
ﾝｸﾞ理論②市場分析（６）経営戦略論
医療や福祉分野の問題、加えて学校での様々な心理的問題や対象方法につ
いて理解する。また障害児・者や高齢者、虐待の問題、またその人たちを
支える家族の問題など、様々な人たちの心理的問題や援助について学習す
る。このような様々な問題について、討論を行い、心理学的アプローチか
ら捉え、共に考えていきたいと思う。
　「共生」とは元来、生物学におけるシムビオシス（symbiosis）に由来し
ているが、人間社会における共生とは、多民族・多文化の共生、障害者と
健常者との共生、男女の共生などを指している。本講義ではノーマライゼ
イションの観点から、高齢や障害等による要支援者との共生に絞り、医療・
福祉・教育・雇用・社会生活等における制度、施策面に焦点を当て、「そ
の人らしく生きる」ことの出来る社会のあり方を、福祉現場でのアクショ
ンリサーチを通して探求する。
　心電計、超音波診断装置などの生体計測機器では様々な信号処理技術が
用いられている。また生体システムの解析においても信号処理は重要な役
割を担っている。本講義では、生体信号処理について基礎から最近の研究
例までを解説する。主な内容は、生体システムと生体信号、フーリエ変換、
不規則信号、線形システム、信号のディジタル処理、スペクトル推定、時
間 - 周波数解析、適応信号処理、生体システムの解析、最近の研究事例紹
介である。
　生体情報を計測し生体内で生じている現象を把握することは病態解析、
診断、治療効果の評価に重要である。本特論の前半では生体内の物理・
化学量を計測するセンサー技術と実用化された応用例について概説する。
項目は血圧、血流量、心拍出量、脳波、心電図、血液ガス、呼吸計測、
SQUID、fMRI、SPECT,PET である。後半でこれらの計測から得られた情
報を元に病態解析、診断、治療効果の評価について講述する。分子イメージ
ング技術、再生医療における生体計測の役割など最先端の知見も紹介する。
　循環、呼吸、内分泌に関連する患者管理並びに生命維持に関連した医療
機器の概説を通して現状を把握し、さらに臨床的な医工学治療分野での課
題と展望、研究推進の実際を学ぶ。1）心臓血管外科手術の実際　2）人工
心肺装置、補助循環装置、IABP、除細動器、心臓ペースメーカー、心臓カテー
テル　3）人工呼吸装置、非侵襲的人工換気、酸素療法、高気圧酸素療法　4）
血液浄化装置、アフェレーシス、腹膜透析　5）医用治療機器　6）生体モ
ニタリングについて　7）医用機器保守管理、その他

医療福祉経営学特論

福祉心理学特論

共生社会福祉学特論

生体信号処理特論

生体計測統合評価特論

生命維持管理装置特論
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療

福
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野
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〈修士課程〉

授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

　近年、バイオマテリアルの研究が盛んになり、新しい材料が数多く開発

されるようになった。本講義では人工関節、人工心臓、ステントなどの医

療機器に用いられる材料を対象とし、それらの開発の歴史に触れるととも

に、成分、製造法、治療のために必要な機能、力学特性、生体適合性、体

内における耐久性などについて論じ、材料の問題点と将来の展望を示す。

また、再生医療の足場として用いられる生体吸収性材料を紹介して吸収の

メカニズムと吸収時間の調節法を述べる。

　生体センサー工学：各種生体機能・情報の物理量・化学量の計測を目的

としたセンサー、すなわち生体計測用センサからバイオセンサまで幅広く

各種センサの動作原理を習得し、特に医療分野への応用について解説する。

生体駆動工学：医療用駆動装置について概説し、各種の工学特性と医療機

器に及ぼす影響について概説する。具体的には、体外循環用ポンプ、輸液

ポンプ、インフュージョンポンプ、手術用駆動機器、CT・MRI・アンギ

オグラフ用駆動装置とその特性について解説する。

　医療情報技術概論で全般的な教育を行うが、医療情報学特論では、その

中から開講の時点での最も重要と思われる話題を選び、関連する論文を中

心に深く理解する形式をとる。選ぶ話題は、それ自体がそれぞれの学生の

研究テーマとする方向で考えており、ある程度の基礎学力、並びに、プロ

グラミングに関する基礎能力は備わっていることが前提である。具体的な

話題は、学生の希望と能力に応じて決める。

　人間は外界の情報を視覚系、聴覚系、触覚系などから受容している。こ

れらの情報の中で視覚情報は全情報の 80%以上の情報量を持つと言われて

いる。また、聴覚はコミュニケーションの中で最も重要な言語を伝達する

機能を持っている。人間が行動する上でこれらの生体情報は運動・行動を

決定する上で大きな要素となっている。本講義では視力、色覚、視野、脳

の高次機能などの視覚情報の処理と眼球運動、眼の調節機能について理解

することを目的とする。

　医療情報システムの設計開発プロジェクトのマネージメントをその基礎

知識体系（ＰＭＢＯＫ）に従って教育していく。基本事項の説明の後、具

体的な開発事例を取り上げ、ブレーンストーミング形式で総合討論する形

で深く理解する形式をとる。

　地域医療情報ネットワークは、地域の中で質の高い医療を効率よく共有

し、地域住民が安心できる保健医療体制を整備する情報化の総称である。

厚生労働省は平成 2001 年に IT 政策の一環として１患者 , １地域 , １カル

テと生涯を通じた個人の健康情報の一元化という方向性を提案した。この

グランドデザインは医療費抑制と医療の効率向上のため重要な意味をも

つ。本特論では、広域の保健医療情報システムの目的や機能要件を講ずる。

また各種の応用事例を学び、それらがもたらす効果や解決すべき課題につ

いて修得する。

生体材料科学特論

生体センサー・

アクチュエータ工学持論

医療情報技術特論

生体情報特論

医療情報システム特論

広域医療情報特論
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〈修士課程〉

　医学・医療分野では決定論的な結論を導くことが困難な場合には、デー

タを統計的方法で分析して結論を求めることが多い。本講は既に学部で基
礎統計学を学んだことを前提により深く、統計基礎と医学応用を中心に学
ぶ。基礎では、確率変数と分布、大数の法則、中心極限定理、近似表現、
推定理論と検定理論にスポットを当て、統計の考え方を理解することに重
点を置く。医学応用では、標本の大きさデザイン、分散分析 ANOVA、臨
床試験と疫学における利用について理解することを目的とする。
　医療 IT プロジェクトをグローバルスタンダードである PMBOK を主軸
に学習する。変化の激しい医療業界において，病院組織の理念やビジョン
に沿った情報システム開発のためにはプロジェクトの目的と範囲を明確に
し、優れたプロジェクトマネジメント・メソッドによるプロジェクトを実
践するのみならず、ユーザ組織やマルチベンダー間でのプロジェクトマネ
ジメント手法をあわせることも求められる。こうした環境下で、高度医療
IT 人材としての基本となるプロジェクトマネジメント手法をデファクトの
グローバルスタンダードである PMBOK を応用して修得する。
　臨床鍼灸学における高度の診察・治療の技能を修得し、臨床における専
門性を修得する。内容としては、① WHO に認められた鍼灸適応症に対す
る効果的な鍼灸治療術。②現代医学の視点による鍼灸処方と東洋医学の考
えによる鍼灸処方学。③難治病についての古典的な治療方法及び鍼灸治療
の最新情報。④予防医学（「治未病」）における鍼灸学。⑤伝統的な鍼灸技術。
以上の内容について講義を行うと同時に、テーマを設定し、ミニパネルデ
ｨスカッションなどを施す。
日本の伝統医学は、中国伝統医学（中医学）をもとに、日本独自に発展し
てきたもので、漢方医学とも称される。漢方医学、中医学は、実験的・細
分化的にできた現代医学と対照的に、人体を小宇宙としてとらえる治療主
体の医学体系である。その根拠を同じ古典から引き出しているが、各々の
特徴については異なるところがある。日中の伝統医学について、西洋医学
とも比較しながら理解を深めていく。
　鍼灸技術の科学化の方法論と実際の応用例について学ぶ。基礎技術では
①クリーンニードルの開発、②鍼レオメータの開発、③刺鍼練習台の開発、
④超音波診断装置の応用による生体内刺鍼部位の画像化、⑤触診技術の客
観化について、臨床技術では①絶縁鍼の開発、②皮膚インピーダンス測定
技術と経穴、③灸燃焼温度の測定技術、以上より医用工学、画像工学を鍼
灸技術の修得に取り入れた場合、触覚でしかつかめなかった技術を可視化
でき効率的な技術修得が可能となることを理解する。
実験鍼灸学は現代科学技術および実験方法を用いて、鍼灸の基礎理論・メ
カニズムなどを研究し、臨床実践に資する学問である。本講義で、実験鍼
灸学における基本的な研究方法を解説したうえで、経絡・経穴の現代研究
方法、刺鍼手技・灸の研究方法を中心に講義する。また、パルス、電熱鍼、レー
ザー鍼など特殊な鍼灸療法の特徴・操作法・効能について学ぶ。また神経系、

医療情報解析学

プロジェクト
マネージメント論

臨床鍼灸学特論

日中伝統医学比較特論

鍼灸技術学特論

実験鍼灸学
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〈修士課程〉

循環系、免疫系、消化系、内分泌系における鍼灸の作用機序と現在の研究
動向について修得する。実験動物の経絡および経穴についても紹介する。
　鍼灸刺激により生体内にて発生する様々な事象を神経生理学的知見を中
心に概説する。概要は以下の通りである。①神経生理学知識および当該分
野における研究法および測定法　②鍼灸刺激による鎮痛効果と下行性疼痛
抑制系などの賦活について　③鍼麻酔の歴史的変遷とそれら応用である鍼
鎮痛について　④鍼鎮痛の臨床応用と限界　⑤自律神経系を対象とした研
究法および測定法　⑥自律神経反射の概要と関連学説　⑥体性—内臓反射
を介した鍼灸刺激のメカニズム
　在学期間を通して少なくとも４回、大学院担当教員と全大学院生を対象
とした発表会でプレゼンテーションを行う。２回は指導教員の指導の下で、
修士論文研究にかかわる原著論文または総説（英文が望ましい）を選び、
その内容を紹介する。あとの２回は修士論文研究の計画・進捗状況・研究
結果・考察等について報告する。全学生の必修とする。
　在学期間を通して指導教員の下で調査や実験を中心とした研究を行い、
その成果を修士論文としてまとめて発表する。研究課題は、各自の主分野
及び分野共通の大学院担当教員の指導研究課題リストの中から選択し、入
学願書に希望を申告する。入学後、協議によって指導教員と研究課題を決
定する。大学院担当教員と全大学院生を対象とした発表会での発表をもっ
て修士学位論文の審査とする。全学生の必修とする。

鍼灸機能学特論

医療科学輪講Ⅰ

医療科学特別研究Ⅰ

授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容

専

攻

共

通

鍼

灸

学

分

野


